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令和４年１月１９日庁議報告 

子 ど も 家 庭 部 

 

子どもの生活状況調査の報告について 

 

１ 概要 

子どもの貧困対策の推進に関する法律（平成２５年法律第６４号）第９条第２項

に規定する市町村計画（以下「子どもの貧困対策計画」という。）の策定にあたり、

その基礎資料を得るため、昨今の新型コロナウイルス感染症の影響を捉えつつ、０

歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭の支援ニーズを把握することを目

的とし、子どもの生活状況調査（以下「本調査」という。）を実施したので報告す

る。 

 

２ 調査対象者及び調査方法 

（１）事業利用者調査 

事業利用者に対し、事業アンケートと共に任意のアンケートを実施（ＱＲコー

ド付きのアンケート案内を郵送し、インターネット上にて回答）。 

調査対象 配布数 回答数 回答率 
対象となる子どもの 

年齢・年代 

児童扶養手当受給者

（保護者） 
490世帯 72世帯 14.7％ 

１８歳に到達した最初の

３月３１日までの児童 

就学援助受給者 

（保護者） 
635人 219人 34.5％ 小・中学生 

就学援助受給者 

（中学生本人） 
353人 71人 20.1％ 中学生 

（２）０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭への調査 

上記（１）以外調査対象者を住民基本台帳から無作為に抽出しアンケートを実

施（ＱＲコード付きのアンケート案内を郵送し、インターネット上にて回答）。 

調査対象 配布数 回答数 回答率 
対象人口 

（令和３年４月１日現在） 

保

護

者 

就学前児童 1,500人 628人 41.9％ 0～ 5歳 約12,300人 

小学生 1,500人 594人 39.6％ 6～11歳 約11,800人 

中学生 900人 311人 34.6％ 12～15歳 約05,000人 

高校生世代 900人 310人 34.4％ 15～17歳 約04,300人 

保護者全体 4,800人 1,843人 38.4％ ― 

本

人 

中学生 900人 218人 24.2％ 12～14歳 約05,000人 

高校生世代 900人 216人 24.0％ 15～17歳 約04,300人 

本人全体 1,800人 434人 24.1％ ― 
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３ 調査項目 

（１）事業利用者調査 保護者向け  主設問７２問、付問３９問 

    事業利用者調査 子ども向け  主設問３１問、付問１９問 

（２）０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭への調査 保護者向け 

主設問７０問、付問３５問 

    ０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭への調査 子ども向け 

主設問３１問、付問１９問 

 

４ 調査時期 

（１）事業利用者調査 

 令和３年９月１０日～令和３年１０月５日 

（２）０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭への調査 

   令和３年１０月２２日～令和３年１１月１５日 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

令和４年 １月  子ども・子育て会議（調査結果の報告） 

２月  議会報告（調査結果の報告） 

３月  調査報告書納品 

 

６ 報告書（案） 

  別紙のとおり 

 

７ その他 

  本調査の結果を基に、令和４年度子育て支援計画の中間見直しにおいて子どもの

貧困対策計画を策定し、子育て支援計画に内包する予定である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

文 京 区 

  

文京区 子どもの生活状況調査 

 

報 告 書（案） 
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１．調査の目的 

子どもの貧困対策の推進に関する法律（平成２５年法律第６４号）第９条第２項に規定する市町村計画（以

下「子どもの貧困対策計画」という。）の策定にあたり、その基礎資料を得るため、昨今の新型コロナウイ

ルス感染症の影響を捉えつつ、０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭の支援ニーズを把握するた

め、調査を実施する。 

 

２．調査の概要 

（１）０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭への調査（以下、「全体」という） 

調査対象者を住民基本台帳から無作為に抽出し、郵送配布及びインターネット回収にて実施。 

調査対象 配布数 回答数 回答率 対象人口（令和３年４月１日現在） 

保
護
者 

未就学児 1,500人 628人 41.9％ 0～ 5歳 約 12,300人 

小学生 1,500人 594人 39.6％ 6～11歳 約 11,800人 

中学生 900人 311人 34.6％ 12～14歳 約 05,000人 

高校生世代 900人 310人 34.4％ 15～17歳 約 04,300人 

本
人 

中学生 900人 218人 24.2％ 12～14歳 約 05,000人 

高校生 900人 216人 24.0％ 15～17歳 約 04,300人 

 

（２）事業利用者調査（以下、「事業利用者」という） 

事業利用者に対し、事業アンケートと共に任意のアンケートを郵送配付及びインターネット回収にて実施。 

調査対象 配布数 回答数 回答率 対象となる子どもの年齢・年代 

児童扶養手当受給者 

（保護者） 
490世帯 72世帯 14.7％ 

18 歳に到達した最初の３月 31 日までの

児童 

就学援助受給者（保護者） 635人 219人 34.5％ 小・中学生 

就学援助受給者 

（中学生本人） 
353人 71人 20.1％ 中学生 

 

３．調査時期 

全体調査……………令和３年 ９月 10日（金）～令和３年 10月 ５日（火） 

事業利用者調査……令和３年 10月 22日（金）～令和３年 11月 15日（月） 
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４．報告書の見方 

〇図中の調査対象の記載は、以下のとおり定義します。 

 

①０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭の保護者………全体調査保護者 

②０歳から高校生世代までの子どもを養育する家庭の子ども本人…全体調査子ども本人 

③児童扶養手当又は就学援助受給者の保護者…………………………事業利用者調査保護者 

④児童扶養手当又は就学援助受給者の子ども本人……………………事業利用者調査子ども本人 

 

〇本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数です。 

 

〇百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示しました。したがって、

単数回答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて 100％にならな

い場合があります。 

 

〇複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が 100％を超える場合があります。 

 

〇本文、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がありま

す。 

 

〇本文中では、調査結果の数値は「％」、比較によるパーセントの差は「ポイント」という単位で

表記をしています。 

 

〇回答者数が 30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れて

いない場合があります。 

 

〇平成 30年度に実施した文京区子育て支援に関するニーズ調査（以下、「H30ニーズ調査」という）

と同様の調査項目については、時系列の変化について特徴等を記述しています。 
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５．設問項目 

＜保護者調査＞ 

設問番号※ 設問内容 備考 

問１ 
児童扶養手当又は就学援助 利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当し

ない（該当しなかった）理由・利用したくない理由 
事業利用者調査のみ 

問２ 児童扶養手当又は就学援助の満足度 事業利用者調査のみ 

問２-１ 満足又は不満足の理由 事業利用者調査のみ 

問３ 本調査の回答者 共通設問 

問４ 子どもの人数 共通設問 

問５ 子どもの年齢 共通設問 

問６ 家族構成 共通設問 

問７【１】 

区の事業について 児童育成手当 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【２】 

区の事業について 入学支度資金融資あっせん制度 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【３】 

区の事業について 奨学資金の給付 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【４】 

区の事業について 受験生チャレンジ支援貸付事業 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【５】 

区の事業について 中学生学校外学習費用の助成 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【６】 

区の事業について 学習支援 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【７】 

区の事業について 子育て支援サービスの利用負担軽減 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【８】 

区の事業について 母子家庭及び父子家庭自立支援事業 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【９】 

区の事業について 母子および父子福祉資金 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【10】 

区の事業について 子ども宅食 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・該当しない（該当しなかった）理由・

利用したくない理由 

共通設問 

問７【11】 
区の事業について 子ども食堂 

利用状況・利用のきっかけ、利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

問８【Ａ】 家庭での体験の状況 海水浴やプールに行く（コロナ前後） 共通設問 

問８【Ｂ】 家庭での体験の状況 博物館・科学館・美術館などに行く（コロナ前後） 共通設問 

問８【Ｃ】 家庭での体験の状況 キャンプやバーベキューに行く（コロナ前後） 共通設問 

問８【Ｄ】 家庭での体験の状況 スポーツ観戦や劇場や映画館に行く（コロナ前後） 共通設問 
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設問番号※ 設問内容 備考 

問８【Ｅ】 家庭での体験の状況 遊園地やテーマパークに行く（コロナ前後） 共通設問 

問８【Ｆ】 家庭での体験の状況 ファミリーレストラン等で外食をする（コロナ前後） 共通設問 

問９ Ａ 子どもの体験の状況 毎月お小遣いを渡す 共通設問 

問９ Ｂ 子どもの体験の状況 毎年新しい洋服・靴を買う 共通設問 

問９ Ｃ  子どもの体験の状況 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる 共通設問 

問９ Ｄ 子どもの体験の状況 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） 共通設問 

問９ Ｅ 子どもの体験の状況 お誕生日のお祝いをする 共通設問 

問９ Ｆ 子どもの体験の状況 １年に１回程度家族旅行に行く 共通設問 

問９ Ｇ 子どもの体験の状況 クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる 共通設問 

問９ Ｈ 子どもの体験の状況 子どもの学校行事などに親が参加する 共通設問 

問９ Ｉ 子どもの体験の状況 本や電子機器（タブレットやスマートフォン等）を買う 共通設問 

問９ Ｊ 子どもの体験の状況 オンライン型の学習支援を受けさせる 共通設問 

問10【１】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

収入が減った（減る見込みになった） 
共通設問 

問10【２】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

支出が増えた（増える見込みになった） 
共通設問 

問10【３】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

精神的に不安になることが増えた、イライラすることが増えた 
共通設問 

問10【４】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

夫婦・パートナーとの関係が悪化した 
共通設問 

問10【５】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

子どもに厳しく怒ったり叱った 
共通設問 

問10【６】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

子どもから強い反抗的な態度をされた 
共通設問 

問10【７】 
新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

現在の就業状況 
共通設問 

問11 家庭の家計状況（コロナ前後） 共通設問 

問12【１】 経済的理由で諦めた経験 衣類の購入（コロナ前後） 共通設問 

問12【２】 経済的理由で諦めた経験 食料の購入（コロナ前後） 共通設問 

問12【３】 経済的理由で諦めた経験 家賃の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【４】 経済的理由で諦めた経験 住宅ローンの支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【５】 経済的理由で諦めた経験 電気料金の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【６】 経済的理由で諦めた経験 ガス料金の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【７】 経済的理由で諦めた経験 水道料金の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【８】 経済的理由で諦めた経験 電話料金の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【９】 経済的理由で諦めた経験 学習教材の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【10】 経済的理由で諦めた経験 遊びのための費用の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問12【11】 経済的理由で諦めた経験 その他経費の支払い（コロナ前後） 共通設問 

問13 子育てについての相談先の有無 共通設問 

問13-１ 子育てについて相談できる人（相談したい人） 共通設問 

 自由意見 共通設問 

※事業利用者調査の設問番号  
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＜子ども調査＞ 

設問番号 設問内容 備考 

問１ 本調査の回答者 共通設問 

問２ 家族構成 共通設問 

問３【１】 
区の事業について 学習支援 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問３【２】 
区の事業について 中学生学校外学習費用の助成 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問３【３】 
区の事業について 受験生チャレンジ支援貸付事業 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問３【４】 
区の事業について 奨学金資金高等学校等の給付 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問３【５】 
区の事業について 入学支度資金融資あっせん 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問３【６】 
区の事業について こども食堂 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問３【７】 
区の事業について こども宅食 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向 
共通設問 

問４ 不安や悩みの有無 共通設問 

問５ 悩みごとや心配ごとの相談先 共通設問 

問６【１】 
相談窓口について 教育センター「総合相談室」 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

問６【２】 
相談窓口について 青少年プラザb-lab 教育センター 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

問６【３】 
相談窓口について 自立相談支援窓口 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

問６【４】 
相談窓口について 保健サービスセンター 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

問６【５】 
相談窓口について 子ども家庭支援センター 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

問６【６】 
相談窓口について 東京都児童相談センター 

認知状況・認知のきっかけ・利用意向・利用したくない理由 
共通設問 

 自由意見 共通設問 
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第２章 調査結果の詳細（保護者調査） 
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（１）回答者の属性（調査回答者、子どもの人数、世帯タイプ） 
 

本調査の回答者は、全体調査では「父」が 62.5％と最も多く、次いで「母」が 36.5％となっている。事

業利用者調査は「母」が 77.7％と最も多く、次いで「父」が 18.9％となっている。 

 

＜図表 調査回答者（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの人数については、全体調査では「２人」が 48.8％と最も多く約半数を占めており、次いで「１人」

が 35.3％となっている。事業利用者調査は「１人」が 41.9％と最も多く、次いで「２人」が 38.1％となっ

ている。 

＜図表 子どもの人数（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族構成については、全体調査では「ふたり親」が91.6％と最も多くなっており、「ひとり親・母親」（6.7％）

と「ひとり親・父親」（0.7％）をあわせた『ひとり親』は 7.4％となっている。事業利用者調査は「ひとり

親・母親」が 49.1％と最も多くなっており、「ひとり親・父親」（4.1％）をあわせた『ひとり親』は 53.2％

と半数を超え、「ふたり親」は 43.3％となっている。 

 

＜図表 世帯タイプ（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

  

n = (1,843)

父

62.5%

母

36.5%

その他

0.4%

無回答

0.6%

n = (291)

父

18.9%

母

77.7%

その他

0.3%

無回答

3.1%

n = (291)

１人

41.9%

２人

38.1%

３人以上

16.8%

無回答

3.1%

n = (1,843)

１人

35.3%

２人

48.8%

３人以上

15.3%

無回答

0.7%

n = (1,843)

ふたり親

91.6%

ひとり親・母親

6.7%

ひとり親・父親

0.7%

その他

0.2%
無回答

0.8%

全体調査 事業利用者調査 

全体調査 事業利用者調査 

全体調査 事業利用者調査 

n = (291)

ふたり親

43.3%

ひとり親・母親

49.1%

ひとり親・父親

4.1%

その他

0.3% 無回答

3.1%
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（２）区実施事業の利用状況 

【問】以下の取り組みについて、「利用状況」はそれぞれ１つずつ、「利用のきっかけ、利用意向」はそ

れぞれあてはまるものすべてに〇を付けてください。 

 

区実施事業の利用状況を尋ねたところ、「利用している」と「利用していた」をあわせた『利用者』は、全

体調査では「子育て支援サービスの利用負担軽減」が 32.9％と最も多く、次いで「児童育成手当」が 9.2％

となっている。事業利用者調査は「こども宅食」が 71.8％と最も多く、「児童育成手当」が 47.7％、「中学

生学校外学習費用の助成」が 20.9％、「子育て支援サービスの利用負担軽減」が 18.6％と続いている。 

 

＜図表 区実施事業の利用状況（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291）

46.0

0.3

2.4

1.1

3.8

0.4

3.4

1.4

12.7

1.1

5.8

10.7

6.2

0.2

2.4

0.1

1.0

3.0

67.0

1.7

0.2

1.4

0.5

5.5

0.8

8.6

1.2

8.2

1.2

4.8

22.2

12.4

0.2

2.1

1.7

1.2

4.8

40.2

51.2

28.2

54.5

48.1

44.5

48.5

41.8

41.9

34.0

29.6

24.9

34.7

67.5

55.3

64.4

44.3

50.6

6.9

0.3

1.6

11.7

1.1

1.7

1.5

5.8

0.5

1.7

1.7

16.5

3.0

5.8

0.4

3.8

1.0

9.3

1.0

7.6

7.2

42.8

51.9

38.7

36.1

48.7

29.2

50.9

30.9

57.8

38.8

34.9

35.4

27.4

30.9

30.3

38.1

39.9

8.2

4.5

4.0

4.5

4.1

4.8

4.1

4.5

4.1

4.5

4.2

4.5

4.3

5.5

4.3

5.5

4.3

5.5

4.3

5.5

(%)
8.0

1.2

69.7

0.1

17.3 3.8

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

子育て支援
サービスの
利用負担軽減

母子家庭及び
父子家庭
自立支援事業

母子および父子
福祉資金

子ども宅食

児童育成手当

入学支度資金
融資あっせん制度

奨学資金の給付

受験生チャレンジ
支援貸付事業

中学生学校外
学習費用の助成

学習支援

全体調査（ｎ＝1,843）

事業利用者調査（ｎ＝291） 5.2 4.1 24.7 60.1 5.8

(%)

1.0

3.1 14.9 76.7 4.3

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

子ども食堂
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【１】児童育成手当 利用状況  

 

児童育成手当の利用状況を世帯タイプ別にみ

ると、『利用者』は、全体調査、事業利用者調査

ともにひとり親の利用が高くなっており、特に

事業利用者調査のひとり親では 85.1％と最も

多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】入学支度資金融資あっせん制度 利用状況  

 

入学支度資金融資あっせん制度の利用状況を

世帯タイプ別にみると、『利用者』は、事業利用

者調査のひとり親が 5.1％と最も多くなってい

る。 

一方、「制度・取組を知らな

い」では、事業利用者調査のふ

たり親が 55.6％、ひとり親が

52.3％とともに半数を超えて

いる。 

 

 

 

 

 

全体調査について事業の対象者に絞って集計

すると、『利用者』は 1.0％を下回っている。 

一方、「制度・取組を知らない」は、38.0％と

なっている。 

 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

ｎ

47.4

4.8

81.9

5.1

3.2

35.8

81.0

9.7

0.8

8.0

11.9

3.9

3.6

1.6

1.3

(%)
4.9

0.9

73.0

0.1

18.1 3.0

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

0.7

4.5

0.7

2.4

0.6

39.4

31.0

27.1

6.6

9.5

14.2

48.9

55.6

52.3

3.6

1.6

1.3

(%)ｎ

0.30.1 52.6

1.2

42.6 3.3

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 児童育成手当の利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 入学支度資金融資あっせん制度 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 入学支度資金融資あっせん制度 利用状況（全体調査の対象者）＞  

0.3

0.5 53.9

2.7

38.0 4.5

ｎ

(621)

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

 

 

無

回

答

全体調査/ 中・高校生保護者 
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【３】奨学資金の給付 利用状況  

 

奨学資金の給付の利用状況を世帯タイプ別に

みると、『利用者』は、全体調査のひとり親が

13.1％と最も多く、事業利用者調査のひとり親

が 9.7％、ふたり親が 9.6％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体調査について事業の対象者に絞って集計

すると、『利用者』は 4.0％となっている。 

一方、「制度・取組を知らない」は、33.0％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

【４】受験生チャレンジ支援貸付事業 利用状況  

 

受験生チャレンジ支援貸付事業の利用状況を

世帯タイプ別にみると、『利用者』は、事業利用

者調査のひとり親が 14.8％と最も多くなって

おり、事業利用者調査のふたり親が 9.5％、全体

調査のひとり親が 8.8％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

8.0

4.8

3.2

5.1

4.8

6.5

43.1

50.0

49.0

0.7

1.6

1.9

39.4

37.3

37.4

3.6

1.6

1.9

(%)ｎ

0.5

0.2 55.8 1.1 39.0 3.3

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

4.4

2.4

4.5

4.4

7.1

10.3

37.2

54.8

45.8

5.1

4.0

7.7

44.5

30.2

30.3

4.4

1.6

1.3

(%)ｎ

0.1

0.5 45.5 1.2 49.4 3.3

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 奨学資金の給付 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 受験生チャレンジ支援貸付事業 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 奨学資金の給付 利用状況（全体調査の対象者）＞ 

2.6

1.4 57.0

1.3

33.0 4.7

ｎ

(621)

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

 

 

無

回

答

全体調査/ 中・高校生保護者 
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全体調査について事業の対象者に絞って集計

すると、『利用者』は 2.7％となっている。 

一方、「制度・取組を知らない」は、49.8％と

約半数となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【５】中学生学校外学習費用の助成 利用状況  

 

中学生学校外学習費用の助成の利用状況を

世帯タイプ別にみると、『利用者』は、事業利用

者調査のふたり親が 24.6％と最も多くなって

おり、全体調査のひとり親が 23.3％、事業利用

者調査のひとり親が 19.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体調査について事業の対象者に絞って集計

すると、『利用者』は 5.8％となっている。 

一方、「制度・取組を知らない」は、52.2％と

半数を超えている。 

 

 

 

 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

10.9

17.5

9.7

12.4

7.1

9.7

30.7

42.9

43.2

0.8

2.6

41.6

30.2

33.5

4.4

1.6

1.3

(%)ｎ

0.6

0.4 43.0

0.6

52.1 3.3

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 中学生学校外学習費用の助成 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 受験生チャレンジ支援貸付事業 利用状況（全体調査の対象別）＞ 

＜図表 中学生学校外学習費用の助成 利用状況（全体調査の対象者）＞ 

0.6

2.1 40.6

2.1

49.8 4.8

ｎ

(621)

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

 

 

無

回

答

全体調査/ 中・高校生保護者 

2.6

3.2 36.6

0.6

52.2 4.8

ｎ

(621)

(%)

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

た

該

当

し

な

い

・

該

当

し

な

か

っ

た

利

用

し

た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

 

 

無

回

答

全体調査/ 中・高校生保護者 
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【６】学習支援 利用状況  

 

学習支援の利用状況を世帯タイプ別にみると、

『利用者』は、事業利用者調査のひとり親が

14.8％と最も多くなっており、全体調査のひと

り親が 6.5％、事業利用者調査のふたり親が

6.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

全体調査について事業の対象者に絞って集計

すると、『利用者』は 3.2％となっている。 

一方、「制度・取組を知らない」は、61.2％と

半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

【７】子育て支援サービスの利用負担軽減 利用状況  

 

子育て支援サービスの利用負担軽減の利用状

況を世帯タイプ別にみると、『利用者』は、全体

調査のふたり親が 33.3％と最も多くなってお

り、全体調査のひとり親が 32.1％、事業利用者

調査のひとり親が 25.8％と続いている。 

一方、「制度・取組を知らない」では、事業利

用者調査のふたり親が 45.2％と最も多くなっ

ている。 

 

 

 

 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)
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全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

11.7
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該
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・
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っ

た
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用
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い

制

度

・
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組
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知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 学習支援 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子育て支援サービスの利用負担軽減 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 学習支援 利用状況（全体調査の対象者別）＞ 
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無

回

答

全体調査/ 小・中・高校生保護者 
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全体調査について事業の対象者に絞って集計

すると、『利用者』は 39.0％となっている。 

一方、「制度・取組を知らない」は、32.0％と

半数を超えている。 
 

 

 

 

 

 

【８】母子家庭及び父子家庭自立支援事業 利用状況  

 

母子家庭及び父子家庭自立支援事業の利用負

担軽減の利用状況を世帯タイプ別にみると、『利

用者』は、両調査ともにひとり親が多く、事業

利用者調査は 7.7％、全体調査は 4.4％となって

いる。 

一方、「制度・取組を知らな

い」についても両調査ともに

ひとり親が多く、事業利用者

調査は 45.2％、全体調査は

43.8％となっている。 

 

 

 

 

【９】母子および父子福祉資金 利用状況  

 

母子および父子福祉資金の利用状況を世帯タ

イプ別にみると、『利用者』は、事業利用者調査

のひとり親が 4.5％と最も多くなっている。 

一方、「制度・取組を知らない」では、両調査

ともにひとり親が多くなっており、事業利用者

調査は 57.4％、全体調査は51.8％と半数を超え

ている。 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)
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該
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・
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っ

た

利

用
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く

な

い

制

度

・
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組

を

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

0.7
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0.8

2.6

32.1

78.6

19.4

10.9
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16.1

51.8
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28.8 3.5

(%)

利
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該
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・

該
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度
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組
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知

ら
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い

無

回

答

＜図表 母子家庭及び父子家庭自立支援事業 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 母子および父子福祉資金 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子育て支援サービスの利用負担軽減 利用状況（全体調査の対象者別）＞  
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無

回

答

全体調査/ 未就学児・小学生保護者 
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【10】子ども宅食 利用状況  

 

子ども宅食の利用状況を世帯タイプ別にみる

と、『利用者』は、事業利用者調査の利用が高く

なっており、特に事業利用者調査のひとり親で

は 81.3％と最も多くなっている。次いで、事業

利用者調査のふたり親が 65.1％、全体調査のひ

とり親が 35.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【11】子ども食堂 利用状況  

 

子ども食堂の利用状況を世帯タイプ別にみる

と、『利用者』は、全体調査、事業利用者調査と

もにひとり親の利用が高くなっており、事業利

用者調査では 11.6％、全体調査では 10.2％と多

くなっている。 

一方、「制度・取組を知らな

い」では、全世帯タイプで半数

を超えており、特に全体調査

のふたり親が 78.6％と最も多

くなっている。 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)
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該

当
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・
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し

な

か

っ

た

利

用
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た

く

な

い

制

度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

3.6

2.4

7.7

6.6

4.8

3.9

23.4

24.6

25.8

62.0

65.9

59.4

4.4

2.4

3.2

(%)
ｎ

0.8

2.9 14.2 78.6 3.5
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る

利

用
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て
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た
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用

し

た

く

な

い
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度

・

取

組

を

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 子ども宅食 利用状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子ども食堂 利用状況（世帯タイプ別）＞ 
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（３）新型コロナウイルス感染症による自身への影響 

【問】新型コロナウイルス感染症による影響について、それぞれあてはまるもの１つずつに○をつけて

ください。 

 

新型コロナウイルス感染症による自身への影響を尋ねたところ、「あてはまる」は、全ての項目で事業利

用者調査が上回っており、特に「収入が減った・減る見込みになった」では全体調査 18.6％、事業利用者調

査 45.7％と 27.1 ポイント差が見られる。次いで「支出が増えた・増える見込みになった」が 12.5 ポイン

ト、「子どもに厳しく怒ったり叱った」が 9.0ポイント、「子どもから強い反抗的な態度をされた」が 8.3ポ

イント事業利用者調査の方が全体調査よりも多くなっている。 

 

＜図表 新型コロナウイルス感染症による自身への影響（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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夫婦・パートナーとの
関係が悪化した

子どもに厳しく
怒ったり叱った

子どもから強い
反抗的な態度をされた

収入が減った・
減る見込みになった

支出が増えた・
増える見込みになった

精神的に不安に
なることが増えた、
イライラすることが
増えた
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【１】収入が減った・減る見込みになった  

 

収入が減った・減る見込みになったを世帯タ

イプ別にみると、「あてはまる」は、事業利用者

調査のふたり親が 56.3％と最も多くなってお

り、事業利用者調査のひとり親が 40.0％、全体

調査のひとり親が 26.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】支出が増えた・増える見込みになった  

 

支出が増えた・増える見込みになったを世帯

タイプ別にみると、「あてはまる」は、事業利用

者調査のふたり親が 40.5％と最も多くなって

おり、全体調査のひとり親が 35.0％、事業利用

者調査のひとり親が 29.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

【３】精神的に不安になることが増えた、イライラすることが増えた  

 

精神的に不安になることが増えた、イライラ

することが増えたを世帯タイプ別にみると、「あ

てはまる」は、全体調査、事業利用者調査とも

にひとり親が多くなっており、特に事業利用者

調査では 51.0％と半数を超えている。 
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全体調査/ ひとり親 (137)
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全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)
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答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)
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答

＜図表 収入が減った（減る見込みになった）（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 支出が増えた（増える見込みになった）（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 精神的に不安になることが増えた、イライラすることが増えた（世帯タイプ別）＞ 
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【４】夫婦・パートナーとの関係が悪化した  

 

夫婦・パートナーとの関係が悪化したを世帯

タイプ別にみると、「あてはまる」は、全体調査、

事業利用者調査ともにふたり親が多く、特に事

業利用者調査では 17.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５】子どもに厳しく怒ったり叱った  

 

子どもに厳しく怒ったり叱ったを世帯タイプ

別にみると、「あてはまる」は、全体調査、事業

利用者調査ともにひとり親が多く、事業利用者

調査では 32.9％、全体調査では 24.8％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

【６】子どもから強い反抗的な態度をされた  

 

子どもから強い反抗的な態度をされたを世帯

タイプ別にみると、「あてはまる」は、全体調査、

事業利用者調査ともにひとり親が多く、全体調

査では 29.2％、事業利用者調査では 29.0％とな

っている。 
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＜図表 夫婦・パートナーとの関係が悪化した（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子どもに厳しく怒ったり叱った（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子どもから強い反抗的な態度をされた（世帯タイプ別）＞ 
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（４）家庭での体験の状況 

【問】あなたのご家庭では、お子さんと次のような体験をしましたか。Ａ～Ｆそれぞれについて、ある

場合は「１」に○を、ない場合はあてはまる理由を「２」～「４」からそれぞれ１つずつに○を付

けてください。 

 

家庭での体験の状況について新型コロナウイルス感染症拡大前後で比較すると、全体調査では、全ての項

目で「行く」の割合が感染症拡大後に下がっている。特に「海水浴やプールに行く」では感染症拡大前は

71.7％、感染症拡大後は 26.6％で 45.1ポイントともっとも減少しており、次いで「遊園地やテーマパーク

に行く」が感染症拡大前は 77.8％、感染症拡大後は 32.9％と 44.9ポイント減少している。 

 

＜図表 家庭での体験の状況（新型コロナウイルス感染症拡大前後比較①）＞ 
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事業利用者調査についても、新型コロナウイルス感染症拡大前後で比較すると、全ての項目で「行く」の

割合が感染症拡大後に下がっている。 

また、「行かない（金銭的な理由）」の割合は感染症拡大後に全ての項目で上がっており、特に「遊園地や

テーマパークに行く」では感染症拡大前 21.6％、感染症拡大後 30.9％と 9.3ポイント増加しており、「ファ

ミリーレストラン等で外食をする」では感染症拡大前 17.2％、感染症拡大後 23.7％と 6.5ポイント増加し

ている。 

 

＜図表 家庭での体験の状況（新型コロナウイルス感染症拡大前後比較②）＞ 
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感染症拡大後の家庭での体験の状況について尋ねたところ、「行かない（金銭的な理由）」の割合は全ての

項目で事業利用者調査が上回っており、特に「遊園地やテーマパークに行く」では全体調査 2.8％、事業利

用者調査 30.9％と 28.1 ポイントの差が見られる。次いで「キャンプやバーベキューに行く」が 23.4 ポイ

ント、「ファミリーレストラン等で外食をする」が 22.1 ポイント、「スポーツ観戦や劇場や映画館に行く」

が 21.1ポイントの差が見られる。 

 

＜図表 家庭での体験の状況・感染症拡大後（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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家庭での体験の状況について平成 30 年度実施のニーズ調査と感染拡大前後を比較したところ、感染拡大

後は全ての項目で「行く」の割合が下がっている。 

 

＜図表 家庭での体験の状況（H30ニーズ調査・全体調査比較）＞ 
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（５）子どもの体験の状況 

【問】あなたのご家庭では、お子さんに次のことをしていますか。Ａ～Jそれぞれについて、している

場合は「１」に○を、していない場合はあてはまる理由を「２」又は「３」からそれぞれ１つずつ

に○を付けてください。 

 

子どもの体験の状況について尋ねたところ、「している」の割合は、全ての項目で事業利用者調査が下回

っており、特に「１年に１回程度家族旅行に行く」では全体調査 77.2％、事業利用者調査 36.4％で 40.8ポ

イントと最も差がある。次に差があるものとして「オンライン型の学習支援を受けさせる」が 29.5 ポイン

ト、そのほか「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」が 19.8 ポイント、「毎年新しい洋服・

靴を買う」が 19.2ポイント、「習い事に通わせる」が 18.1ポイントと続いている。 

「経済的にできない」では、全ての項目で事業利用者調査が上回り、上記項目に加えて「毎月お小遣いを

渡す」も事業利用者調査の方が全体調査よりも 19.5ポイントと多くなっている。 

 

＜図表 子どもの体験の状況（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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全体調査における子どもの体験の状況について対象者別で比較したところ、「している」の割合は、「毎年

新しい洋服・靴を買う」以外の全ての項目で小中高校生保護者の方が未就学児保護者よりも多くなっている。

特に差があるものとして「毎月お小遣いを渡す」が 39.6ポイント、「オンライン型の学習支援を受けさせる」

が 39.5ポイント、「学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう）」が 38.2ポイントと続いている。 

 

＜図表 子どもの体験の状況（全体調査の対象者別比較）＞ 
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子どもの体験の状況について平成 30年度実施のニーズ調査と比較したところ、全体調査の方が H30ニー

ズ調査よりも「１年に１回程度家族旅行に行く」で 10.4ポイント、「子どもの学校行事などに親が参加する」

で 5.5ポイント、「毎年新しい洋服・靴を買う」で 5.2ポイント少なくなっている。 

 

＜図表 子どもの体験の状況（H30ニーズ調査・全体調査比較）＞ 
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（６）家庭の家計状況 

【問】あなたのご家庭の家計について、それぞれあてはまるものに1つに○を付けてください。 

 

家庭の家計状況について尋ねたところ、感染症拡大前では「黒字」が全体調査が71.5％、事業利用者調査

が 25.1％と全体調査の方が 46.4ポイント多くなっている。「赤字」は全体調査が 5.5％、事業利用者調査が

22.3％と事業利用者調査の方が 16.8ポイント多くなっている。 

感染症拡大後では「黒字」は全体調査が 65.1％、事業利用者調査が 15.5％と全体調査の方が 49.6ポイン

ト多くなっている。「赤字」は全体調査が 11.6％、事業利用者調査が 43.0％と事業利用者調査の方が 31.4

ポイント多くなっている。 

また、「赤字」を感染症拡大前後で比較すると、全体調査は 6.1 ポイント微増している一方で、事業利用

者調査は 20.7ポイントと大きく増加している。 

今回調査の結果から、感染症拡大後に生活が苦しいと感じている世帯は、全体調査では 11.6％、事業利用

者調査では 43.0％存在していると類推される。 

 

＜図表 家庭の家計状況（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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家庭の家計状況（新型コロナウイルス感染症拡大前） 

 

感染症拡大前の家庭の家計状況を世帯タイプ別にみると、「赤字であり、貯金を切り崩している」は事業

利用者調査のふたり親が 18.3％、ひとり親が 16.8％と高くなっている。「黒字であり、定期的に貯金をして

いる」は、全体調査のふたり親が 65.9％と最も多く、次いで全体調査のひとり親が 39.4％となっている。 

 

＜図表 家庭の家計状況（世帯タイプ別）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭の家計状況（新型コロナウイルス感染症拡大後） 

 

感染症拡大後の家庭の家計状況を世帯タイプ別にみると、「赤字であり、借金をして生活している」は事

業利用者調査のひとり親が 13.5％と最も多くなっている。「赤字であり、貯金を切り崩している」は事業利

用者調査のふたり親が 33.3％、ひとり親が 32.3％と多くなっている。「黒字であり、定期的に貯金をしてい

る」は、全体調査のふたり親が 58.9％と最も多く、次いで全体調査のひとり親が 31.4％となっている。 

 

＜図表 家庭の家計状況（世帯タイプ別）＞ 
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（７）経済的理由で諦めた経験 

【問】あなたのご家庭で経済的な理由で以下のことができなかったことがありますか。それぞれあては

まるものに1つに○を付けてください。 

 

経済的理由で諦めた経験について新型コロナウイルス感染症拡大前後で比較すると、全体調査、事業利用

者調査ともに全ての項目で「できないことがあった」の割合が感染症拡大後に増加している。 

全体調査では、感染症拡大後に「その他経費の支払い」が 2.9 ポイント増加しており、「遊びのための費

用の支払い」が 2.7ポイント増と続いている。 

 

＜図表 経済的理由で諦めた経験（新型コロナウイルス感染症拡大前後比較①）＞ 
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事業利用者調査では、感染症拡大後に「食料の購入」が 6.9ポイント増加しており、「学習教材の支払い」

が 5.9ポイント増、「その他経費の支払い」が 5.8ポイント増、「遊びのための費用の支払い」が 5.5ポイン

ト増、「衣類の購入」が 5.1ポイント増と続いている。 

 

＜図表 経済的理由で諦めた経験（新型コロナウイルス感染症拡大前後比較②）＞ 
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感染症拡大後の経済的理由で諦めた経験について尋ねたところ、「できないことがあった」の割合は「住

宅ローンの支払い」を除いた全ての項目で事業利用者調査が上回っており、特に「遊びのための費用の支払

い」では全体調査 22.7％、事業利用者調査 55.7％と 33.0ポイント差が見られる。次いで「衣類の購入」が

32.3ポイント、「その他経費の支払い」が 31.7ポイント、「食料の購入」が 28.0ポイント差が見られる。 

 

＜図表 経済的理由で諦めた経験・感染症拡大後（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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【１】衣類の購入  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の衣類の購

入を世帯タイプ別にみると、「できないことがあ

った」は事業利用者調査で多くなっており、ひ

とり親が 62.6％、ふたり親が 52.4％と半数を超

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

【２】食料の購入  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の食料の購

入を世帯タイプ別にみると、「できないことがあ

った」は事業利用者調査で多くなっており、ひ

とり親が 51.6％と半数を超え、ふたり親が

47.6％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

【３】家賃の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の家賃の支

払いを世帯タイプ別にみると、「できないことが

あった」は事業利用者調査で多く、ひとり親が

26.5％、ふたり親が 18.3％となっている。 
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＜図表 衣類の購入・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 食料の購入・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 家賃の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 
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【４】住宅ローンの支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の住宅ロー

ンの支払いを世帯タイプ別にみると、「できない

ことがあった」は全体調査のふたり親が 7.2％

と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５】電気料金の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の電気料金

の支払いを世帯タイプ別にみると、「できないこ

とがあった」は事業利用者調査で多く、ひとり

親が 30.3％、ふたり親が 28.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６】ガス料金の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後のガス料金

の支払いを世帯タイプ別にみると、「できないこ

とがあった」は事業利用者調査で多く、ひとり

親が 28.4％、ふたり親が 27.8％となっている。 
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58.7

52.9

13.1

28.6

30.3

2.9

4.0

6.5

8.0

8.7

10.3

(%)ｎ

78.8 14.0

0.5

6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い

(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

74.5

57.9

53.5

11.7

27.8

28.4

5.8

5.6

7.7

8.0

8.7

10.3

(%)
ｎ

77.3 13.9 2.2 6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い

(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

＜図表 住宅ローンの支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 電気料金の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 ガス料金の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 
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【７】水道料金の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の水道料金

の支払いを世帯タイプ別にみると、「できないこ

とがあった」は事業利用者調査で多く、ふたり

親が 27.0％、ひとり親が 25.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８】電話料金の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の電話料金

の支払いを世帯タイプ別にみると、「できないこ

とがあった」は事業利用者調査で多く、ひとり

親が 32.9％、ふたり親が 29.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【９】学習教材の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の学習教材

の支払いを世帯タイプ別にみると、「できないこ

とがあった」は事業利用者調査で多く、ふたり

親が 36.5％、ひとり親が 32.3％となっている。 

 

 

 

 

  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

78.1

59.5

53.5

11.7

27.0

25.8

2.2

4.8

10.3

8.0

8.7

10.3

(%)
ｎ

78.6 13.9

0.8

6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い
(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

75.9

59.5

52.3

13.9

29.4

32.9

2.2

2.4

4.5

8.0

8.7

10.3

(%)
ｎ

78.2 14.4

0.8

6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い

(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

68.6

50.0

45.8

17.5

36.5

32.3

5.8

4.8

11.6

8.0

8.7

10.3

(%)
ｎ

74.4 13.3 5.6 6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い

(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

＜図表 水道料金の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 電話料金の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 学習教材の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 
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【10】遊びのための費用の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後の遊びのた

めの費用の支払いを世帯タイプ別にみると、「で

きないことがあった」は事業利用者調査で多く

なっており、ひとり親が 60.6％、ふたり親が

54.0％と半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

【11】その他経費の支払い  

 

新型コロナウイルス感染症拡大後のその他経

費の支払いを世帯タイプ別にみると、「できない

ことがあった」は事業利用者調査で多くなって

おり、ひとり親が 58.7％、ふたり親が 51.6％と

半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）子育てについての相談先の有無 

【問】あて名のお子さんの子育て（教育含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相

談できる場所はありますか。あてはまる答えの番号1つに○を付けてください。 

 

子育てについての相談先の有無について尋ね

たところ、「相談できる相手（場所）がいる」は

全体調査のふたり親が 67.7％と最も多く、次い

で事業利用者調査のふたり親が 65.1％となっ

ている。 

「相談相手（場所）がおらず、

ほしい」は事業利用者調査の

ひとり親が 16.1％と最も多く

なっている。  

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

51.1

37.3

29.0

40.9

54.0

60.6

8.0

8.7

10.3

(%)
ｎ

71.8 21.5 6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い
(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

52.6

34.1

21.9

36.5

51.6

58.7

2.9

5.6

9.0

8.0

8.7

10.3

(%)
ｎ

70.6 21.0

1.7

6.7

(%)

で

き

な

か

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

で

き

な

い

こ

と

が

あ

っ

た

該

当

し

な

い

(

払

う

必

要

が

な

い

)

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (1,689)

全体調査/ ひとり親 (137)

事業利用者調査/ ふたり親 (126)

事業利用者調査/ ひとり親 (155)

64.2

65.1

60.0

11.7

10.3

16.1

9.5

11.9

9.0

6.6

3.2

3.2

8.0

9.5

11.6

(%)
ｎ

67.7 9.9 14.2

1.2

7.0

(%)

相

談

で

き

る

相

手

（
場

所

）
が

い

る

相

談

相

手

（
場

所

）

が

お

ら

ず

、
ほ

し

い

相

談

相

手

（
場

所

）

は

、
必

要

と

し

な

い

そ

の

他

無

回

答

＜図表 遊びのための費用の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 その他経費の支払い・感染症拡大後（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子育てについての相談先の有無（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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（９）子育てについて相談できる人（相談したい人） 

【問】（前問で、「１.」または「２.」とお答えの方におうかがいします。） 

気軽に相談できる人（相談したい人）は、どなたですか。あてはまる答えの番号すべてに○を付

けてください。 

 

子育てについて相談できる人（相談したい人）を尋ねたところ、全体調査、事業利用者調査ともにふたり

親では「配偶者・パートナー」が最も多くなっている。全体調査、事業利用者調査ともにひとり親では「友

人・知人」が最も多くなっている。 

 

＜図表 子育てについて相談できる人（相談したい人）（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配偶者・パートナー

祖父母等の親族

友人・知人

学校・幼稚園・保育園の先生

職場の人

塾・習い事の先生

自分の子ども

近所の人

かかりつけの医師

スクールソーシャルワーカー
（スクールカウンセラー）

子育て支援施設（児童館等）

教育センター

育成室（学童保育）

子ども家庭支援センター

保健所・保健サービスセンター

民間団体やボランティア

民生委員・児童委員

その他

  無回答

85.3

60.3

56.1

31.7

22.8

19.8

14.1

10.8

9.5

7.2

7.1

6.0

5.3

3.4

2.3

1.7

1.1

2.4

-

18.3

55.8

69.2

28.8

26.0

30.8

26.9

6.7

11.5

6.7

3.8

9.6

4.8

5.8

-

1.0

1.9

4.8

1.0

73.7

55.8

57.9

29.5

12.6

14.7

22.1

10.5

9.5

7.4

4.2

11.6

5.3

3.2

2.1

4.2

3.2

4.2

1.0

8.5

50.0

58.5

22.9

17.8

8.5

15.3

5.1

10.2

6.8

9.3

9.3

10.2

7.6

2.5

5.1

4.2

6.8

-

0 20 40 60 80 100

全体調査/ふたり親 n=(1,311)  

全体調査/ひとり親 n=(104)  

事業利用調査/ふたり親 n=(95)  

事業利用調査/ひとり親 n=(118)  

(%)
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第３章 調査結果の詳細（子ども調査） 

  



40 
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（１）世帯タイプ 

【問】あなたの家族はどれにあてはまりますか。あてはまる答えの番号１つに〇を付けてください。 

 

家族構成については、全体調査では「ふたり親」が90.1％と最も多くなっており、「ひとり親・母親」（8.8％）

と「ひとり親・父親」（0.5％）をあわせた『ひとり親』は 9.3％となっている。事業利用者調査は「ふたり

親」は 59.2％と最も多くなっており、「ひとり親・母親」が 31.0％と続き、「ひとり親・父親」（4.2％）を

あわせた『ひとり親』は 35.2％となっている。 

 

＜図表 世帯タイプ（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n = (434)

ふたり親

90.1%

ひとり親・母親

8.8%

ひとり親・父親

0.5% その他

0.7%

全体調査 事業利用者調査 

n = (71)

ふたり親

59.2%

ひとり親・

母親

31.0%

ひとり親・父親

4.2%

その他

2.8%

無回答

2.8%
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（２）区実施事業の認知状況 

【問】文京区で行っている次の取組について、おたずねします。それぞれ、あてはまるものに〇を付け

てください。 

 

区実施事業の利用状況を尋ねたところ、「知っている」は、全体調査では「こども食堂」が 42.4％と最も

多く、次いで「奨学金資金高等学校等の給付」が 25.6％となっている。事業利用者調査は「こども宅食」が

63.4％と最も多く、「こども食堂」が 35.2％、「奨学金資金高等学校等の給付」が 21.1％と続いている。 

 

＜図表 区実施事業の認知状況（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

19.7

4.4

12.7

3.0

4.2

25.6

21.1

5.8

2.8

42.4

35.2

14.7

63.4

26.8

4.8

11.3

3.9

9.9

16.8

12.7

5.5

7.0

22.6

25.4

9.0

8.5

46.5

87.1

69.0

89.4

78.9

53.7

59.2

84.8

83.1

31.1

32.4

72.4

21.1

7.0

3.7

7.0

3.7

7.0

3.9

7.0

3.9

7.0

3.9

7.0

3.9

7.0

(%)
10.1 15.0 71.4 3.5

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

知

ら

な

い

 

 

無

回

答

学習支援

中学生学校外
学習費用の助成

受験生チャレンジ
支援貸付事業

奨学金資金
高等学校等の給付

入学支度資金
融資あっせん

こども食堂

こども宅食
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【１】学習支援 認知状況  

 

学習支援の認知状況を世帯タイプ別にみると、

「知っている」は事業利用者調査のふたり親が

21.4％と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

 

【２】中学生学校外学習費用の助成 認知状況  

 

中学生学校外学習費用の助成の認知状況を世

帯タイプ別にみると、「知っている」は事業利用

者調査のふたり親が 9.5％と多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

【３】受験生チャレンジ支援貸付事業 認知状況  

 

受験生チャレンジ支援貸付事業の認知状況を

世帯タイプ別にみると、「知っている」は全体調

査のひとり親が 5.0％と最も多くなっている。 

一方、「知らない」はすべての層で 80.0％を超

えている。 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。  

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)

ｎ

12.5

21.4

20.0

10.0

19.0

40.0

75.0

54.8

36.0

2.5

4.8

4.0

(%)
10.0 15.3 71.1 3.6

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)

7.5

9.5

20.0

7.5

14.3

8.0

82.5

71.4

68.0

2.5

4.8

4.0

(%)ｎ

4.1 4.6 87.5 3.8

(%)

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)

5.0

4.8

4.0

7.5

9.5

12.0

85.0

81.0

80.0

2.5

4.8

4.0

(%)ｎ

2.8

3.6 89.8 3.8

(%)

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 学習支援の認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 中学生学校外学習費用の助成 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 受験生チャレンジ支援貸付事業 認知状況（世帯タイプ別）＞ 
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【４】奨学金資金高等学校等の給付 認知状況  

 

奨学金資金高等学校等の給付の認知状況を世

帯タイプ別にみると、「知っている」は全体調査

のひとり親が 30.0％と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

【５】入学支度資金融資あっせん 認知状況  

 

入学支度資金融資あっせんの認知状況を世帯

タイプ別にみると、「知っている」は全体調査の

ふたり親が 5.9％と最も多くなっている。 

一方、「知らない」はすべての層で 80.0％を超

えている。 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

【６】こども食堂 認知状況  

 

こども食堂の認知状況を世帯タイプ別にみる

と、「知っている」は全体調査のひとり親が

42.5％と最も多く、全体調査のふたり親が

42.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。  

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)
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る
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こ

と

が
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る

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)
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4.0
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7.1
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84.0
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4.0
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こ
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る

知

ら

な

い

無

回

答

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)

42.5

35.7

40.0

22.5

21.4

32.0
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24.0

2.5
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る

聞
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こ
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が

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 奨学金資金高等学校等の給付 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 入学支度資金融資あっせん 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 こども食堂 認知状況（世帯タイプ別）＞ 
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【７】こども宅食 認知状況  

 

こども宅食の認知状況を世帯タイプ別にみる

と、「知っている」は事業利用者調査のふたり親

が 64.3％と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

 

（３）不安や悩みの有無 

【問】あなたは今、不安や悩みはありますか。あてはまる答えの番号すべてに〇を付けてください。 

 

不安や悩みの有無を尋ねたところ、

全体調査のひとり親以外のすべての層

で「成績・受験のこと」が最も多くなっ

ている。全体調査のひとり親では「将来

のこと」が最も多くなっている。 

 
※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）は 

サンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

 

  

成績・受験のこと

将来のこと

友だちとの関係

部活動のこと

外見に関すること

健康や病気

異性との関係

就労（仕事）のこと

好きなことをする時間がない

家族との関係・家庭での居場所

先輩・後輩との関係

家の経済状況

先生との関係

性別に関すること

育児を手伝わなければならない

家族の介護をしなければならない

その他

特に不安や悩みはない

わからない

  無回答
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48.1
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16.4
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11.5

9.5
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4.9

4.3

3.1

0.3
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5.0
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4.8

19.0
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2.4
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-

19.0

-

7.1
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24.0

20.0
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4.0

20.0

24.0

12.0
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12.0

-

-

-

4.0

16.0

-

4.0

0 20 40 60 80

全体調査/ふたり親 n=(391)  

全体調査/ひとり親 n=(40)  

事業利用者調査/ふたり親 n=(42)  

事業利用者調査/ひとり親 n=(25)  

(%)

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)
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る

知

ら

な

い

無

回

答

＜図表 こども宅食 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 不安や悩みの有無（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 
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不安や悩みの有無について平成 30 年度実施のニーズ調査と比較したところ、全体調査の方がＨ３０ニー

ズ調査よりも「将来のこと」は 9.3ポイント増加しており、「就労（仕事）のこと」は 7.2ポイント増、「異

性との関係」は 6.5ポイント増と続いている。 

反対に、「成績・受験のこと」は 7.3ポイント減少している。 

 

＜図表 不安や悩みの有無（H30ニーズ調査・全体調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成績・受験のこと

将来のこと

友だちとの関係

部活動のこと

外見に関すること

健康や病気

異性との関係

就労（仕事）のこと

好きなことをする時間がない

家族との関係・家庭での居場所

先輩・後輩との関係

家の経済状況

先生との関係

性別に関すること

育児を手伝わなければならない

家族の介護をしなければならない

その他

特に不安や悩みはない

わからない

  無回答

64.3

40.4

16.5

18.4

13.2

8.8

3.9

3.0

9.4

5.5

5.1

6.6

3.8

2.3

0.4

-

2.4

14.7

4.7

3.6

57.0

49.7

17.1

16.4

14.5

11.5

10.4

10.2

10.2

9.2

6.9

6.7

4.6

3.2

0.2

-

2.5

18.0

3.5

7.2

0 10 20 30 40 50 60 70

ニーズ調査/子ども本人 n=(532)  

全体調査/子ども本人 n=(433)  

(%)
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（４）悩みごとや心配ごとの相談先 

【問】あなたが悩みごとや心配ごとを相談するとしたら、誰に相談しますか。あてはまる答えの番号す

べてに〇を付けてください。 

 

悩みごとや心配ごとの相談先を尋ねたところ、全体調査のふたり親では「友だち」が最も多くなっている。

全体調査のひとり親と事業利用者のふたり親では「母親」が最も多くなっている。 

 

＜図表 悩みごとや心配ごとの相談先（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）は 

サンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

 

友だち

母親

父親

学校の先生

兄弟姉妹

祖父母

スクールカウンセラー

先輩

習い事・塾の先生

区や都の相談窓口

青少年プラザ（b-lab ）の職員

ハローワーク等の相談窓口

それ以外の人

相談する人はいない

  無回答
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36.8

23.0

21.2

8.7
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8.2
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1.0

0.5

-
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30.0

10.0
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-

7.5

2.5

-

-

2.5

12.5

2.5

59.5

61.9

35.7

14.3

28.6

16.7

-

9.5

2.4

-

-

-

2.4

9.5

7.1

64.0

56.0
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12.0

20.0

4.0

12.0

8.0

-

4.0

-

-

4.0

8.0

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70

全体調査/ふたり親 n=(391)  

全体調査/ひとり親 n=(40)  

事業利用者調査/ふたり親 n=(42)  

事業利用者調査/ひとり親 n=(25)  

(%)
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（５）相談窓口について 

【問】困ったときの相談窓口で、知っているもの、利用したいかどうか等を教えてください。それぞれ、

あてはまるものに〇を付けてください。 

 

相談窓口の認知状況を尋ねたところ、「知っている」は、全体調査、事業利用者調査ともに「青少年プラ

ザ b-lab 教育センター」が最も多く、全体調査が 38.2％、事業利用者調査が28.2％となっている。次いで

「教育センター「総合相談室」」が全体調査 16.6％、事業利用者調査 12.7％、「東京都児童相談センター」

が全体調査 15.7％、事業利用者調査 11.3％と続いている。 

 

＜図表 相談窓口の認知状況（全体調査・事業利用者調査比較）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71）

全体調査（ｎ＝434）

事業利用者調査（ｎ＝71） 12.7
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5.6
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9.9
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15.5

54.9

46.5
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74.9
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61.5
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8.5
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い

 

 

無

回

答

東京都児童
相談センター

教育センター
「総合相談室」

青少年プラザ
b-lab
教育センター

自立相談
支援窓口

保健サービス
センター

子ども家庭
支援センター
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【１】教育センター「総合相談室」 認知状況  

 

教育センター「総合相談室」の認知状況を世

帯タイプ別にみると、「知っている」は全体調査

のひとり親が 25.0％と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

【２】青少年プラザ b-lab 教育センター 認知状況  

 

青少年プラザb-lab 教育センターの認知状況

を世帯タイプ別にみると、「知っている」は全体

調査のひとり親が 47.5％と最も多くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

【３】自立相談支援窓口 認知状況  

 

自立相談支援窓口の認知状況を世帯タイプ別

にみると、「知っている」は全体調査のふたり親

が 4.6％と最も多くなっている。 

一方、「知らない」はすべての層で 70.0％を超

え、事業利用者調査のふたり親では 90.5％を占

めている。 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。  

全体調査/ ふたり親 (391)

全体調査/ ひとり親 (40)

事業利用者調査/ ふたり親 (42)

事業利用者調査/ ひとり親 (25)
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＜図表 教育センター「総合相談室」の認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 青少年プラザb-lab 教育センター 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 自立相談支援窓口 認知状況（世帯タイプ別）＞ 
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【４】保健サービスセンター 認知状況  

 

保健サービスセンターの認知状況を世帯タイ

プ別にみると、「知っている」は全体調査のふた

り親が 7.9％と多くなっている。 

一方、「知らない」はすべての層で 70.0％を超

えている。 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

【５】子ども家庭支援センター 認知状況  

 

子ども家庭支援センターの認知状況を世帯タ

イプ別にみると、「知っている」は全体調査のひ

とり親が 20.0％と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。 

 

 

【６】東京都児童相談センター 認知状況  

 

東京都児童相談センターの認知状況を世帯タ

イプ別にみると、「知っている」は全体調査のひ

とり親が 22.5％と最も多く、全体調査のふたり

親が 15.1％、事業利用者調査のふたり親が

14.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

※事業利用者調査/ひとり親（ｎ＝25）はサンプル数が30未満のため参考値として表示している。  

全体調査/ ふたり親 (391)
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＜図表 保健サービスセンター 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 子ども家庭支援センター 認知状況（世帯タイプ別）＞ 

＜図表 東京都児童相談センター 認知状況（世帯タイプ別）＞ 
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第４章 資料（自由記載） 
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全体調査と事業利用調査の２分割に分けて掲載、 

親の後に子の意見がくるように記載し、 

子の意見については文末に（子）とつけ区ＨＰにてデータ公開。 

（ここにはＵＲＬ・ＱＲコードを掲載予定） 

 

自由意見回答人数：（自由意見は集計中） 

全体調査（保護者）  ：４９５人 

全体調査（子）     ： ３９人 

事業利用調査（保護者）： ７６人 

事業利用調査（子）  ：  ４人 
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第５章 資料（調査票） 
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調査票４種を区ＨＰにてデータ公開。 

調査の全設問項目は一覧化して５ページに掲載。 

（ここには調査票のＵＲＬ・ＱＲコードを掲載予定） 
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